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 5月の欧州議会選挙の議席予測では与党：欧州人民党が第1党を維持する見通し。
 大勢に変化はない見込みの一方で反EUなどを掲げる極右政党が議席を増加させる見通し。EU統合
深化改革への影響も。各会派の移民政策への公約にも注目度が高まる。
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合意なき離脱回避の場合は離脱期限の延期を採決へ

～与野党双方に新たな動き～
3月末の英国のEU(欧州連合)離脱まで1ヵ月を

切った中、メイ首相の離脱方針を巡り与野党周辺で
は新たな動きが生じています。2月下旬には野党：
労働党議員9名が離党を表明しました。党の離脱方
針などへの不満が理由とされ、現政権の目指す離脱
方針を阻止するため2度目の国民投票を目指すと表
明しました。その後、同様の理由から今度は与党：
保守党議員3名が離党し、このグループに合流しま
した。この離党で連立与党(保守党+民主統一党)の
議席は324議席となり、過半数(325議席)を割る状
態となりました。2月27日には労働党は党が提示し
た離脱代替案が否決されたことを受けて、これまで
の方針を変更し、2回目の国民投票実施を支持する
ことを表明しました。これまで1回目の国民投票の
結果を尊重するとして2回目の投票への態度を明確
にしていませんでした。
～メイ首相の方針変更を受けて大臣の辞任～
メイ首相はEU側と合意に達した離脱協定案が1

月に否決されてからは、最大の争点とされるバック
ストップ条項(アイルランドと厳格な国境再発を避
けるため、包括的な通商協定などが合意されるまで
英国を実質的にEU貿易圏に止めること) 修正など
を、2月26日まで(当初2月13日を延期)EU側と再
交渉し、3月12日までに修正離脱協定案を採決する
としました。さらにメイ首相は修正離脱法案が否決
された場合は、合意なき離脱の是非を問い、回避す
る決議となった場合には、更に離脱期限の延長の是
非を問うこととしました。これまで政府は修正離脱
協定案か合意なき離脱のどちらかの選択を迫る方針
を取っていましたが、合意なき離脱の回避と離脱期
限の延期を選択肢とする方針へと変更しました。こ
の変更を受けて、強硬離脱派のユースティス農業・
食糧・海洋環境担当相が辞職を表明しました。強硬
離脱派はこれまで合意なき離脱もやむなしとの姿勢

図表2：英国下院議席数(3月4日現在)

図表1：メイ政権の離脱方針(今後の日程)

 メイ首相は離脱方針を変更し、合意なき離脱の回避と離脱期限延期を選択肢とすることを表明。
 最大の争点であるバックストップ条項の修正に向けてEU側と交渉が続く。離脱期限延期の可能性の
浮上を受けて強硬離脱派が妥協案を探るとの見方も。

をとっていましたが、一部メンバーからはメイ首相
のEUとの再交渉の結果次第では支持に回る可能性
を示唆するなど、分裂の動きも指摘されています。
また、強硬離脱派は政府方針の変更で離脱期限の延
期なども選択肢となり、“最終的に離脱できなくな
るよりもマシ”との判断から政府との間で妥協策を
探るとの見方もあります。12日が期限の採決に向
けて英国内外での交渉が継続されることが想定され、
予断を許さない数週間が続くものと思われます。

3月12日まで
修正離脱協定案を議会で採決

3月13日
（修正離脱協定案が否決の場合)
合意なき離脱の賛否を問う採決

3月14日
（合意なき離脱を回避する決議となった場合)
EU離脱期限の延期を採決
※日付は3月4日現在で想定される日程

出所）図表1は各種報道資料、図表2は英国議会HPをもとにニッセイ
アセットマネジメントが作成

※ シン・フェイン党は登院せず現時点では投票棄権。従って実質的な
過半数は322議席。

※ 議席総数650議席 過半数325議席
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